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•
小

徑

木

の

測

徑
具
・

北
海
道
林
業
試
驗
場 

井

坂

一

’二

郞 

林
木
の
直
徑
を
測
定
し
た
り
、
斷
面
秋
、
材
積
を
測
定
す
る
補
助
手
段
と
し
て
、
林
業
に
て
は
輪
尺
が
多
く
用
ひ
ら
れ(

日
本
、
ド
イ
ツ
等)

、
 

又
卷
尺
が
利
用
さ
れ
る

C.
と
も
多
い(

英
國
、
•

佛
國
等)

。•
然
し
乍
ら
輪
尺
も
、
卷
尺
も
、
或
大
さ
以
上
の
林
木
に
對
し
て
は
、
便
利
で
あ
る
が
、
 

幼
齡
木
、
苗
木
等
の

ia
徑
測
定
に
は
、
不
便
で
あ
る
と
共
に
、
不
精
確
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
不
便
、
不
精
確
さ
を
除
く
爲
に
、•
近
時
ア
メ
リ
カ
に 

て
、
輪
尺
、
卷
尺
と
は
、
異
っ
た
形
の.
測
定
器
が
案
出
さ
れ-C
ゐ
る
の
で
、
こ
、
に
そ
の
二
つ
と
、
こ
れ
と
同
じ
原
理
に
ょ,
り
出
來
た
測
定
器
を
紹 

介
し
、
そ
の
・
特
長
並
び
に
缺
點
を
、
調
べ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

(L) 

c
n
m
m

=-g
s

氏
測
徑
具

第
一
圖
の
如
き
形
の
も
の
で
、
ー
邊
上
に
、
ー
吋
又
は
〇
・
五
吋
を
單
位
と
す
る
、
正
方
形
を
、
小
な
る
方
よ
り
順
次
並
べ
た
時
に
、
其
の
外
廓 

線
に
よ
り
選
か
れ
る
形
の
切
れ
込
み
を
作
り
、
如
何
な
る
位
置
に
求
め
ん
と
す
る
林
木
が
入
る
か
に
よ
り
、

そ
の
曲
徑
を
求
め
ん
と
す
る
方
法
で
あ
、
 

る
。 

• 

こ
の
方
法
に
依
る
時
は
、
現
時
林
業
に
て
、
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
、
林
木
の•
大
小
に
拘
ら
ず
、
或
單
位
長
さ
ま
で
を
、
簡
單
に
且
正
確
に
、
求 

め
得
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
、
林
木
を
排
入
し
た
る
際
、
接
す
る
點
は
、
底
邊
、
及
び
之
に
對
し
突
出
し
た
る
都
分
に
て
〔
或
單
位
長
さ
の
倍®

に
當 

る

ire
徑
の
林
木
が
挿
入
さ
れ
た
時
に
の
み
、.
上
部
の
水
平
な
る
線
の
中
央
或
は
そ
れ
以
內
の•
點
に
接
す
る
の
み
で
、
そ
の
接
點
よ
り
外
側
の
水
平
な 

る
線
は
、
無
駄
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
無
駄
を
省
く
な
ら
ば
、
同
じ
長
さ
の
器
具
に
て
、
よ
り
大
な
る
直
徑
の
林
木
ま
で
測
定
し
得
る
の
で
あ
る
。, 

又
突
起
し
た
る
部
分
に
、
幼
齡
の
林
木
の
樹
肌
が
ぶ
っ
か
り
、
林
木
を
損
傷
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
は
れ
る

Z〇
而
し
て
林
木
の
直
徑
を
測
定
す
る
際 

四
捨
五
入
、
 

又
は
二
捨
三
入
の
方
法
を
用
ひ-C
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
方
法
に
依
る
時
は
、
單
位
の
目
盛
が
牛
分
づ'

す
れ
る
缺
點
が
あ
る
。•

Caliper in G0的s.

(2)F
E

・>lmodL 
氏
測
徑
具

第
二
鬧
の
如
き
形
の
も
の
で
、
こ
の
方
法
に
依
る
と
き
は
、
目
盛
步
同 

」
間
隔
で
あ
る
結
果
、
最
外
部
の
直
徑
大
な
る
林
木
の
周
圍
が
、
器
具
ど 

接
す
る
點
、
又
は
、
林
木
の
中
心
よ
り
、
透
に
下
し
た
る
棄
線
の
足
の
位 

置
の
判
定
に
對
し
、
人
間
の
視
力
の
能
力
の
許
す
範
圍
の
帮
密
度
に
ょ,
り 

全
濁
が
支
配
せ
ら
れ
る
。
云
ひ
換
へ
れ
ば
、
測
定
せ
ん
と
す
る
值
徑
の
何 

分
の
ー
か
ま
で
、
測
定
し
得
る
の
で
あ
り
、
細
き
も
の
に
對
し-C
は
、
現 

時
林
業
上
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
軍
位
以h
に
讀
み
得
る
が
、
然
し
、
最
大 

の
直
徑
の
も
の
に
於
け
る
精
密
度
に
支
配
せ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
又
、
奧 

の
方
に
て
は
、
餘
分
の
長
さ
を
持
つ
事
に
な
り
、
こ
の
為
に
、
同,
じ
長
さ 

の
器
具
に
て
の
測
定
し
得
る
直
徑
の
範
圍
が
制
限
さ
れ
る
缺
點
が
あ
る
。 

然
し
乍
ら
、
そ
〇.
利
點
と
す
る
所
は
、
角
皮
を
大
小
す
る!J

と
に
よ
り
、
 

正
確
度
を
高
め
る
か
、
測
定
し
得
る
直
徑
の
館

1?-!
を
鶴
め
る
か
の
、
何
れ 

か
を
採
り
得
る
法
作
ろ
が
が
出
來
る
點
で
あ
る
。
又
、
直
徑
等
の
生
長 

調
蚕
に
於
い
て
、
生
長
率
を
計
算
せ
ん
と
す％

際
に
は
、
林
木
の
大
小
に 

拘
は
ら
ず
、
何
分
の
一
と
云
ふ
、
比
較
雄
密
度
を
有
す
る
爲
、
便
利
で
あ 

る
と
思
は
れ
る
。

以E
は
、
ア
メ
リ
カ
に
て
、
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の 

)

て
、
次
の
如
き
も
の
を
設
計
し
て
見
た
。

(
3-)
改
良
測
徑
具
の
一

-(
1
)

の
改
良
型
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
で.
、
同
じ
民
さ
の
器
具
に
て
、
よ
り
大
な
る
直
徑
の
も
の
ま
で
、
測
定
せ
ん
と
し
た
の
で
、

こ
の
た
め

3



第 一 表

ゝ=ノ r - "〇7 ～5～

W徑D 牛徑r 1 X |起點よ 
iリのX 
1の合叶

〇!
〇•7£

OI
2.37£

i cn
j 0.31

OT
1 0.39

1.2： 0.625； 0.61 1.00

•1.7 i 0875' 0.79
• • 1.79

2.2r 1.125 0.94 2.73

2.7r 1.375 1.06 3.79

3.25 1.625 1.17 4.96

3.76 1.875 '1.28 n.24

4.25 2.125 1.37 7.61

4.75 2.375 1.46 9.07

5.25 2.625 1.54 10.61

5.75 2.875 1.62 12.23

6.25 3.125 1.70 .13.93

6.75 &375 1.77 1監,70

7.25 3.625 1.阳 17.53

7.75 3.875 ゝ!.901 19.43

8.25 4.125 1.97, 21.40

(1)
に
於
て
述
べ
た
如
き
、
無
駄
の
部
分
を
除
い
た
の
で
あ
る
。
• 

共
の
設
計
に
對
す
る
計
算
は
、
丁
度
目
盛
ら
れ
て
ゐ
る
直
徑
と
同
一
直
徑
を
持
つ
林
木 

が
、
挿
入
さ
れ
た
際
接
す
る
點
は
、
上
下
二
平
行
線
上
の
點
と
、
 

突
出
し
た
る
部
分
の
頂 

独
で
あ
る
。
而
し
て
、
上
部
の
接
點
か
ら
外
側
は
無
駄
で
め
る
か
ら
、
こ
の
部
分
を
除
去 

溷 

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
殘
る
部
分
の
長
さ
は•

次
の
如
き
計
算
式
に
よ
り
求
め
た
。 

/
 

測
定
に
用
ひ5
れ
る
單
位
の
長
さ
をC
、
半

徑

をr
、
と
す
る
な
ら
ば
、
上
圖
か

ら
明
ら
か
な
如
く
・

a
 

• ' • 
_

x  5

 

义 
ユ 

—Q
l
c
y
 

〇 

! /

UI- c  I 8

で
あ
る
。
故
に 

e
n
o
*
)

 c
m

 

又
は 

C
H
l
c
m

を
用
ひ
る
と
す
れ
ば,
X

まr
こ
よ
り 

變
化
す
る
數
値
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
然
し
て
直
徳
階
、
卽
ちr
は
、
四
捨
五
入
、
又
は

二
捨
三
入
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
器
具
に
て
は
、
そ
の
最
髙
と
最
低
の
範
圍
が
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
單
位
長
さ 

の
整
數
倍
に
封
位
長
さ
の
半
分
を
加
へ
た
長
さ
に
よ
る
の
が
良
い
の
で
あ
る
。

以
下r

lc
よ
るX
の
變
化
を
計
算
す
る
と
第f

表
の
如
く
で
あ
る
。

45



こ
の
様
に
し
て
、
設
計
し
た
る
器
具
を
用
ふ
る
な
ら
ば
、
坡
初
の
矩
形
內
に
入
る
林
水
は
、

ii,l
徑
〇
。,

1:
五
か
ら
〇M
ま
で
の
も
の
で
あ
る
”
故 

に
最
も
內
側
の
縱
線
に
接
す
る
も
の
は
、
平
均
〇
。
五
掘
の
直
徑
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
最
初
の
突
出
部
に
觸
れ
る
も
の
は
、

一
・
二
五
か
ら
〇* 

七
五
靓
ま
で
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
觸
れ
た
も
の
は
、
平
均
一
極
で
あ
る
。
以
下
同
樣
に
し
て
、
 

各
突
出
都
に
相
當
し
た
る
直
徑
を
記
入
し
て
お 

け
ば
、
實
際
に
際
し
て
、
直
徑
を
求
め
ん
と
す
る
林
木
が
、
如
何
な
る
突
出
部
に
觸
れ
る
か
に
よ
り
、
そ
の
直
徑
を
求
め
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
ー 

る
。
然
し
乍
ら
、
全
く
無
駄
を
無
く
し
て
作
る
な
ら
ば
、
 

長
く
使
用
す
る
內
に
、
突
出
部
が
摩
耗
し
‘
精
密
度
を
減
じ
、
過
小
な
直
徑
を
測
定
す
る 

こ
と
に
な
る
か
ら
、
二
耗
程
度
の
伸
寸
を
附
し
て
お
く
な
ら
ば
、
良
い
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

こ
の
器
具
の
特
徴
と
す
る
所
は
、
同
じ
精
度
に
て
、
大
さ
を
小
に
し
得
た
こ
と
、
括
約
を
平
均
せ
し
め
曉
こ
と
、
精
度
が
何
れ
の
部
分
に
て
も 

同
一
な
る
こ
と
、
 

目
盛
が
誼
み
易
い
こ
と
等
で
あ
り
、
缺
點
は
突
出
部
が.
摩
耗
し
易
い
こ
と
、

一
貴
位
の
目
盛
の
も
の
に
て
は
、
 

そ
れ
以
下
の
譴 

み
は
、
甚
だ
不
明
瞭
で
、

ー
粧
以
下
の
單
位
の
時
に
は
代
用
し
得
な
い
こ
と
等
で
あ
る
。

尙
目
盛
を
直
徑
に
よ
ら
ず
、
 

直
接
四
面
植
を
求
め
得
る
樣
に
も
な
し
得
る
。
卽
斷
面
積
を
とa
す
る
な
ら
ば
、

"

、、T
f

r—

) 14

1 

一

H 
く
、 Z

 

) I 2
1
5
 

コ

 ヽ

ー

l^
—l.
KIw
r
i

r'l
lyl
KIu
r
 

1
L

1

 ゝ

メ
 

こ
よ
っ
て
、
目
盛
を
付
け
る
な
ら
ば
、
回
面
積
表
を
使
は
な
く
と
も
、
回
面
覆
が
求
め
徊
ら
れ
る
。



8

又
法
線
のX
軸
上
に
投
す
る
影
、
削d
は
、

で
あ
る
か
ら
、
原
點
よ
り
、

ヾ
・
な
る
點
に
於
て
、
こ
の
曲
線
に
接
す
る
回
の
中
心
ま
で
の 

長
さ 
X

は
、

• 

- 

a  

一  

• 

a  

- 

a  

%
 

卜 

a  

X
H
X

 +  

d  =  

x  +  y
y  =  x

+

 

ri £
1
 + -Ty H 

+ J
J
 

と
な
る
。
こ
の
曲
線
の
係
數a
を
、
 

適
當
に
決
す
る
だ
ら
ば
、
 
r

な
る
半
徑
の
回
が
接
す
备
の
位
置
、
 

及
び
中
心
の
位
票
水
め
得M

令
こ
と 

に
な
る
。 

ー

又(
3
)

に
於
て
行
っ
た
如
く
、
直
接
に
、
圓
面
積
を
求
め
ん
と
す
る
な
ら
ぱ
、
 

以
上
に
於
て
用
ひ
たr
の
代
り
に
、

r  =

 \

 い

を
用
ふ
れ



で
あ
る
か
ら
一' 
.
里
むb
又
は
ユ
に
對
し
、
 a
又
はb
を
決
す
れ
ば
、
 

城
も
無
駄
の
な
い
、
 

測
定
器
が
得
ら
れ
る
こ
、と
に
な
る
。

以
下a

n
l

と
し
て
、
ア
及
びA

とX

及
びX

と
の
間
の
關
係
を
表
に
し
て
見
る
。

こ
れ
在
圖
に
新
け
ば
第
七
圖
の
如
く
で
あ
る
。

平徑T X X
cn 〇! ai

0.50 0.00 0.50
0.75 0.31 0.81
1.00 .75 1.25
1.25 1.31 1.81
1.50 2.00 2.50
1.75 2.81 X31
2.00 *3.75 4.25
2.25 4.81 5.31
2.59 6.00 6.50
2.75 733 7.83
3.00 8.75 9.25
3.25 10.30 10.80
3.50 12.00 12.50
3.75 13.80 14.30
4.00 15.75 16.25
4.25 17.80 18.39
4.50 20X0 20.50
4.75 • 23.39 22.80
5.00 24.75 25.25

回面債 X X
A cn? ar CD

1 0.07 0.57
2 0.39 0.89
〇 〇 0.70 1.20
4 1.02 1.52
5 1.34 1.81
6 1.66 2.16
7 1 L98 2.48
8 1 2.30 2.80
9 j 2.61 3.11

10 1 2.93 3.43
11 i 3.25 3.75
12 3.57 4.07
13 I 3.89 4,39
14 4.21 4.71 1
15 | 4.53 5.03
16 4.84 5.34
17 1 5.16 fi.66
18 5.48 5.98
19 5.80 1 6.30

成
、
同
面
極A
な
る
回
の
接
す
る
點
の
位
置
、
 

及
び
そ
の
回
の
中
心
の
位
置
が
求
め
得
ら
れ
る5

卽
ち
、

ズ„
 

・

 

く 

L  

」
 

a  

-
A

 

ー  

ト 

a  

a  

4

 

目 

a  

・
一

で
あ
る
。
こ
の
兩
式
を
觀
察
す
る
時
、X
及X
は
、A
に
比
例
し
て
ゐ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
卽

1111
面
積
の
目
盛
を
用
ふ
る
な.
ら
ば
、
緇
問
隔
と
な
る 

こ
と
が
わ
か
る
。
而
し
て
、a
の
値M
變
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

同
じ
長
さ
の
器
具
に
て
も
、
測
定
し
得
る

irl
徑
の
施

144
を
變
化
せ
し
め
た
り
、
 

測
定
値
の
精
密
度
を
變
化
せ
し
め
た
り
す
る
こ
と
は
、
容
易
で
あ
る
。

二
次
の
抛
物
線
に
よ
る
と
き
は
、
各
目
盛
間
の
長
さ
が
、
何
れ
の
部
分
に
て
も
、
前
後
二
直
卻
の
平
均
と
比
例
し
て
ゐ
・
る
か
ら
、
大
な
る
預
称
の 

部
分
に
て
は
、
目
盛
が
大
で
、
隣
り
の
目
盛
と
誤
っ
て
、
判
斷
す
る
こ
と
が
な
く
、
小
な
る
直
徑
の
部
分
に
於
け
る
と
同
一
精
密
度
が
得
ら
れ
る
の 

で
あ
る
。
こ
れ
を
式
に
よ
リ
說
明
す
る
と
、
相
隣
れ
る
二
直
徑
の
目
盛
を
、2

ざ2
Q
 + b)

と
す
れ
ば
、
半
徑
は
、:

r  +

 b

と
な
る
。
然
し
て
、
 

こ
の
二
直
徑
の
回
が
接
す
る
と
こ
ろ
の
回
の
中
心
の
位
置
は
、

X
-
4
X
+
+
 

j  

及
び 

£
 Q
 + byx
卜
+
 +

で
あ
り
、
そ
の
目
盛
の
間
隔
は

x
“—

x
」=

4
4
Q
+
b
)
」

『T
4

-
M

 
(

ぺ+b) +
f
n
_

し 
二T
+
2
x

!+b))

と
な
り
、3
、b
は
定
數
で
あ
る
か
ら
、
目
盛
の
間
隔
は
、
前
後
二
直
径
の
平
均
に
比
例
し
、
人
問
の
視
角
が
、
林
木
を
横
か
ら
見
て
、
そ
の
樹
心 

の
位
置
を
、
そ
の
直
徑
の
何
分
の
ー
ま
で
の
精
密
度
で
、
知
り
得
る
か
に
よ
り
、b
a
を
決
す
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
る
。
例
へ
ば

.1n
ま
で
の
精
密 

度
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
 

•

:
=
=
-
!—

:•h
=
= -

-
-
-
 

或
は 

a
u
b
n



布
し
て
、
 

こ
の
回
面
積
の
目
盛
を
な
し
た
る
方
は
、
 

目
盛
は
峥
間
隔
で
便
利
で
あ
る
が
、
直
徑
目
盛
に
於
け
る(2)
の
缺
點
を
持
つ
七
ゐ
る
。
 

卽
ち
、
全
趙
の
梢
密
度
は
最
大
直
徑
の
回
の
精
密
度
に
支
配
さ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
小
な
る
直
徑
の
部
に
て
は
、
無
駄
な
精
密
度
を
持
ち
、
爲
こ
、
 

同
じ
長
さ
の
器
具
に
て
、
測
り
得
る
林
木
の
範
圍
を
、
小
に
す
る
缺
點
が
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
こ
れ
に
て
測
り
得
る
小
林
木
に
て
は
、
材
積
の
汁
算 

は
、
殆
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
か
ら
、
回
而
弑
の
測
定
も
、
不
必
要
の
も
の
と
思
は
れ
る
。•

こ
の
器
具
の
特
徴
と
す
る
所
は
、
各
直
徑
階
に
對
し
て
、•
同
じ
單
位
ま
で
讀
み
得
る
こ
と
、

し
か
も
、
各
部
分
に
無
咏
の
な
い
こ
と
、H

 

の
中
間
に
て
も
、
熟
練
に
よ
れ
ば
、
更
に
、
細
か
く
目
分
飛
に
て
、
讀
み
得
る
こ
と
、
 

突
出
部
な
き
た
め
、
鶯
が
一
部
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
針
 

に
涉
る
た
め
、
 

長
く
使
用
し
得
る
こ
と
、
圓
面
積
の
測
定
に
も
、

直
接
そ
の
ま
ゝ
利
用
し
得
る
こ
と
、
、開
き
の
大
小
、
卽
ちa
の
値
を
變
へ
る
こ
い 

に
よ
山
料
度
を
高
め
、
又
は
、
測
定
し
得
る
範
圍
を
大
に
す
る
こ
と
の
出
來
る
點
等
で
、.
又
そ
の
缺
點
と
す
る
所
は
、
 

曲
線
に
よ
り
作
ら
れ
ゐ
て 

,〇
か
ら
、•

製
作
が
困
難
な
る
點
で
、
 

こ
れ
に
關
聯
し
、
製
作
技
術
に
よ
り
、
 

精
度
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
點
で
あ
る
〇
 

以
上
に
て
、
個«

の
器
只
の
特
徴
缺
聲
述
べ
た
が
、
こ
の
様
な
一
群
の
測
定
器
具
が
、
現
在
多
く
用
び
ら
れ
て
ゐ
る
輪
尺
、
卷
尺
こ
對
し
如
日 

ー
 

な
る
利
點
、
缺
點
が
あ
る
か
を
述
べ
て
見
た
と
思
ふ
。 

•
・
イ
12— 

こ
の
種
の
器
具
は
前
述
の
如
ペ
小
徑
木
に
對
し
て
は
、
絕
對
的
に
有
利
で
あ
る
が
、
大
徑
术
に
對
・
し
て
は
用
ふ
る
事
が
出
來
な
い
こ
と
。
器
具
ー
一 

の
材
料
に
よ
っ
て
は
壊
れ
易
く
、
又
反
り
等
の
爲
に
誤
差
を
生
す
る
こ
と
。
測
定
せ
ん
と
す
る
も
の
が
、
正
回
な
ら
ざ
る
時
に
は
、(I)
を
除
く 

ー
 

以
外
の
も
の
で
は
、
 

中
心
を
通
る
直
徑
を
測
り
得
す
、
中
心
に
て
或
る
的
を
な
し
て
、
折
線
を
な
す
ニ
半
徑
の
和
を
測
る
も
の
で
あ
る
。

一
回
又
は 

二
回
の
測
定
に
て
は
、
 

眞
の
叵
徑
と
は
誤
差
の
大
き
い
價
を
、
測
定
す
る
缺
點
が
あ
る
。
卽
直
角
を
な
す
二
直
徊
を
測
り
得
な
い
點
で
め
る
。
然
し 

乍
ら
、

小
徑
木
に
て
は
大
徑
木
に
比
し
、
正
回
に
近
い
も
の
が
多
く
、
卵
形
、•

形
又
は
不
規
則
な
る
斷
面
を
な
す
も
の
が
少
い
か
ら
、
企

歎 

し
て
は
、
左
程
大
き
な
誤
差
を
生
じ
な
い
も
の
と
思
は
れ
る
。
測
徑
に
際
し
て
は
こ
の
器
具
に
て
は
、
輪
尺
、
卷
尺
の
如
く
、
裝
置
を
動
か
さ
な
く 

と
も
良
い?
 

' 

• 

• 

• 
• 

(5)
離
尺
、
卷
尺
の
改
良 

・-
-
 

以
上
は
幼
齡
林
木
、
又
は
稚
樹
の
直
徑
測
定
に
用
須
れ
る
器
具
に
付
い
て
述
べ
て
來
た
が
、

以
下
、
立
木
、
又
は
丸
杏
材
積
計
算
に
用
び
ら 

れ
る
輪
尺
、
 

及
び
卷
尺
に
付
い
て
、
改
良
す
べ
き
李
項
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。 

:

先
づ
第
一
は
、

Iri:
従
測
定
、
网
面
積
測
定
、
材
禎
測
定
、

又
は
生
艮
調
査
・
に
輪
尺
を
用
ふ
べ
き
か
、
卷
尺
<;-
用
ふ
ベ
者
か
に
就
き
、
吉

HI
敎
授 

の
說
を
借
り
て
述
べ
て
姑
る
。 

• 

輪
尺
は
、
日
本
、
獨
國
等◎

多
く
用
ひ
ら
れ
、
卷
尺
は
、
英
國
、

佛
國
等
で
多
く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
が
何
れ
も
一
長
一
短
有
り
、
利
點
、
缺
點
を 

揚
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

• 

一
 

・
 
• 

• 

卷 

口、

・

— 

- 

- 

・・
 

利 

點 

• 

・
 

缺 

點
・ 

1' 
宜
交•
・
直
徑
測
定
の
揚
金
よ
り

dl-
算
術
單
な
り
。
 

！• 

測
定
面
倒
に
し
て
時
間
を
多
く
要
す&

こ
と
。

?

、•
携
帶
に
便
な
り
。 

• 

■ 

2
、
周
圍
を
ー
廻
り
せ
し
む
る
故
、
特
に
凸
又
は
凹
な
る
部
分
を
避
く
る

3
、 
大
樹
の
測
定
に
便
な
り
。
 

•

を
得
手
。

4
、 
倒
木
の
直
徑
測
定
に
便
な
り
。 

• 

3
、
匪
盛
り
を
誤
贖
し
易
し
。

5
、 
固
定
試
驗
地
に
於
て
絳
り
返
し
測
定
を
行
ふ.
と
き
に
、
每
回
の
測
定 

4
、
緊
眼
度
に
よ
り
測
定
値
に
差
を
生
ぜ
し
め
る
。
 

• 

誤
差
は
秩
序
的
で
あ
る
。
 

5
、
布
製
は
雨
天
共
他
濕
氣
の
多
き
時
及
場
所
に
於
て
使
用
に
堪
へ
ず
。

‘
 

6
、
 

一
方
的
に
過
大
な
る
瞑
差
の
み
虫
ず
る
。

T
'
疲
勞
是
大
な
り
。 

以
上
の
如
き
利
點
、
缺
點
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
風
的
に
よ
り
、
输
尺
を
用
ふ
べ
き
か
、
卷
尺
を
用
ふ
べ
き
か
を
決
す
べ
き
で
あ
る
。
 

卷
尺
を
用
ふ
る
を
便
利
と
す
る
場
合 

固
定
試
驗
地
に
於
て
繰
り
返
し
、
測
定
を
行
ふ
場
合
、
小
數
樹
木
に
つ
い
て
精
密
に
材
牘
を
測
定
せ
ん
•と
す
る
場
合
、
及
び
特
別
の
場
合
と
し
て 

測
定
木
が
大
小
非
常
に
不
揃
な
る
か
、
非
常
な
る
大
樹
を
測
定
す
る
場
合
等
。

輪
尺
を
用
ふ
る
を
便
利
と
す
る
場
合 

‘
 

多
數
のm
木
而
も
比
較
的
大
樹
の
測
定
の
場
合
、
或
は
一
回
限
り
の
材
積
測
定
の
場
合,

急
速
に
測
定
を
了
せ
ん
と
す
る
場
合
等
。 

次
に
現
在
の
齢
尺
、

卷
尺
を
使
用
す
る
目
的
を
述
べ
る
と



I
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33 G.18)
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1
、 
骡
測
定
を
主
島
と
し
、
瞬
面
積
、
材
せ
測
定
を
副
目
的
と
す
る
場
合(

盟

生

与

査
等)

2
、 
臨

、
断
面
積
、
村
積
測
定
を
同
弱

度
に
、

Mr.
く
見
る
埸
合(

一
林
分
の
構
成
狀
態
調
霊
) 

-
•

3
、 
直
铿
測
定
生
副
目
的
とL
、
斷
面
積
、
•

材
積
測
定
セ
主
目
的
と
す
る
場
合(

丸
太
材
積
測
定
導)

の
三
つ
に
分
け
ら
也
る
と
思
は
れ
るC
而
し
て
、
前
二
者
は
、
勿
兽
卻
測
定
を
行
ふ
必
要
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
第
三
は
、
斷
面
弑
又
は
教
の
測 

ゴ

..L

J'i
す
る
袖
助
手
段
で
あ
る
か
ら
、
斷
面
積
、ー
材
植
を
測
定
す
る
に
便
な
る
方
法
か
あ
れ
ば
、
必
『
し
も

la
徑
お
測
定
す
る
必
耍
は
な
い
の
で
あ 

る
。
卽
ち

ir>
徑
の
數
侦
を
求
め
な
く
と
も
、
由
接
斷
而
砧
、
材®

符
が
得ら

;
;

ゝ
ば
、
そ
れ
でR
い
の
で
あ
る 

こ
の
樣
な
兒
地
か
ら
、
現
在
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
樣
な
、
闵
圍
に
卷
尺
を
當

-C
る
こ
と
に±

り
、
直
に
直
徑
を
知
り
得
る
方
法
と
同
樣
に
、.
覽

を 

當
て
る
こ
と
に
よ
り
、
或
は
卷
尺
を
當
て
る
こ
と
に
よ
り
、
直
に
斷
面
積
が
求
め
得
ら
れ
る
繼
し
た
な
ら
ば
、
便
利
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ひ
、
 

そ
の
度
盛
に
就
き
計
算
し
て
見
た
。
‘

1
、
輪
尺
の
場
合 

ー
 

伐
徑
をD
、
斷
面
積
をA
と
す
る
な
ら
ば
、、
 

一
)

”
す\

、
 

A

 

で
あ
る
か
ら
、A
に
適
貧

な
數
値
を
化
入
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
相
當 

し
た
の
値
が
求
め
得
ら
れ
ろ
。

斯
の
如
く
斷
面
は
の
度
盛
を
附
す
な
ら
ば
、
第
へ
圖
の
如
く
な
る
。
こ
・
の
圖
か
ら
度
盛
が
不
均
等W

あ
り
、
同
じ
琨
位
に
於
て
は
、
 

日3
 .

、が
大 

と
な
る.
程
細
く
な
る
こ
と
が
わ
か
り
、
辭

度

は
坡
大
な
も
の
に
於
て
履
み
得
る
箪
位
に
よ
り
求
め
得
ら
れ
る
。
故
に
罢
に
、
あ
數
の
水
木
の
胸

E

三

3

一

爲
獅
面
秘
博
を
測
定
す<

に
は
、
大
な
<.
七
の
に
於-C
浦
み
得
ろ'

lv;
1.7
ま
で
、
小
な
る
林
木
に
於
て
も
、•
心
め
ば
身
い
の
で
あ
フ
。•

例
へ
ば
、
ス
な 

る
林
木
に
於
て
、
四
四
〇
平
方
箍
と
讀
ん
だ
な
ら
ば:

小
な
る
林
木
に
於
三
八
平
方
褊
又
は
二
五
平
方
槐
と
讀
み
得
て
も
、

ー
 Q
平
方
糠
又
は
三 

Q
平
方
枷
と
禎
ん
で
差
支
へ
な
い
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
 

小
な
る
林
木
に
て
、
八
平
方
枷
、
二
五
平
方
椀
の
如
く 

一
位
ま
で
綃
ん
だ
と
し
て
も. 

大
な
る
林
木
に
■(::

位
は
四
捨
亢
入
さ
れ
る
の
で
、
全
お
と
し
て
は
や
は
り
十
・
位
迄
は
正
し
ぐ
と
も
、

一
位
は
信
用
出
來
な
い
か
ら
で
あ
る
。.
fflj 

し
て
、
四
捨
五
入
に
よ
り
、
・
と
な
る
も
の
は
、
本
败
を
數
へ
、
平
均
の
斷
面
独
を
乘
ら 

求
め
る
氷
に
す
る
と
良
い
。
こ
の
様
な
目
盛
に
す
る
な 

ら
ば
、
誤
植
す
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
熟
練
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
點
も
除
き
得
る
と
思
ふ
。
又
こ
れ
と
同
じ
趣
旨
に
て

丸
本
材
の
材
弑
を
、
末
口
直 

徑
の
み
測
定
し
て
、
直
に
求
め
得
る
樣
に
す
る
の
も
、
便
利
で
あ
る
と
思
は
れ
ら
。
卽
ち
、
土
場
に
最
も
多
く
出
る
丸
太
は
、
そ
の
長
さ
は
、

ー
糊 

又
は
二
、
三
種
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
各
長
さ
の
丸
太
の
、
單
位
材
積
毎
に
、
相
當
す
る
未
口
直
徑
を
求
め
、.
そ
れ
に
よ
り
目
盛
を
‘し
て 

お
く
な
ら 

ば
、
末
口
直
徑
を
當
て
た
の
み
に
て
、
直
に
材
積
を
讀
み
得
る
こ
と
に
な
る
。
斯
く
す
る
時
は
、
材
横
表
を
用
び
た
り
す
る
手
數
が
省
け
、
勞
カ
不 

足
の
折
柄
、
便
利
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
例

へ
ば
、
丸
太
に
て
は
、
現
令
は
、

ー
、
几
米
、
二
。
ハ
米
、
三
。
七
米
の
長
さ
の
も
の
が
多
い
か
ら
、
こ 

れ
に
相
當
し
た
目
盛
の
も
の
を
作
っ
て
お
く
と
良
い
と
思
ふ
。

一
例
と
し
て

三
。
匕
米
丸
太
を
、
木
材
規
格
の
方
法
に
よ
り
、
目
盛
る
な
ら
庄
第
九
圖
の
如
く
な
る
。

多
>

-

15——



こ
れ
に
依
れ
げ
、

周
圍
に
卷
尺
を
當
て
れ
ば
、
 

直
に

1111
面
秋
が
求
め
符
ら
れ
る
。
又
前
者
と
腼
様
に
材
弑
の
日
盛
を
付
す
こ
と
も
出
來
る
が
、
前 

者
に
比
し
實
用
的
價
値
は
少
い
と
思
は
れ
る
。

以
上
の
如
き
目
盛
を
付-5
時
は
、
對
數
目
盛
に
な
る
點
が
誤
讀
の
原
因
に
な
り
易
い
。
然
し
乍
ら
、
こ
れ
も
熟
練
す
れ
ば
、
何
と
も
な
い
問
題
で 

あ
る
と
思
ふ
。
他
の
缺
點
と
し
て
は
、
丸
太
に
對
し
て
は
村
積
で
呼
稱
す
る.
よ
り
も
、
直
徑
を
以
っ
て
云
ひ
現
は
す
習
慣
で
あ
る
か
ら
、
極
秋
等
の 

場
合
に
も
、
值
徑
階
に
よ
っ
て
居
り
、
材
積
階
に
よ
っ
て
は
分
顏
し
て
ゐ
な
い
點
で
あ
る
。

本
稿
發
表
に
際
し
、
原
稿
整
理
、
圖
版
及
現
品
の
製
作
等
小
熊
米
雄
氏
に
負
ふ
處
甚
だ
多
し
。
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
。
(

完)

木村規格規程による材ゝ

積と直径との鬭保 
(村長3.；m)

材積V 直徑D
D?

0.01
0.02
0.03

0.04
0.05
0.06
0.07
0.08
0.09
0.10
0.11
0.12
0.13

0.14
0.15
0.16
0.17
0.18
0.19
0.20

cm
2.7
5.1
6.9
8.4 '

9.8
10.1
12. f '

13.2
14.1
15.1
16.0
16.8

17.6

18.4
19.1
19.8

J30.5
21.2
31.9
22.5

回而積A me

1
〇

3
4
5

6
7
8
9

10
沙

33
40
50
60

70
80
90

〇 100

3.54 
5.02 
G.I4 
7.10 

7.92 
S. 8 
9.38 

10.02 
10.64 
11.20 
15.86 
19.42 
22.42 
25.06 
37.46 
29.66 
31.70 
33.64 
35.44

〇
・'

卷
尺
の
場
合 

・
 

費
の
辭
と

冋
様
に
、
 

回
周
をC
、
回
面
植
をA
と
す
れ
ば
、

A

と
な
り
、
 

そ
れ
ぞ
背
A

に
對
しC
セ
計
算
し
囲
こ
畫
く
な
ら!h  

次
の
如
く
で
、あ
る(

第
一 

〇
圖
參
照)
。
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